
 

 

 

 

第５回 松本市議会 

ステップアップ市民会議 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２５年４月２６日 

松 本 市 議 会 



第５回松本市議会ステップアップ市民会議 次第 

 

日  時：平成２５年４月２６日（金） 

午後２時から       

場  所：議員協議会室        

               

 

１ 開 会 

 

 

 

２ 議長あいさつ 

 

 

 

３ 意見交換 

「今期ステップアップ市民会議の総括」 

 

 

 

４ 閉 会  

 



（五十音順、敬称略）

氏　　　　　　　　名

飯　　塚　　則　　之

池　　野　　理　　恵

石 曾 根　　一　　能

大　　下　　京　　子

大　　場　　芳　　郎

鎌　　田　　哲　　也

小　　林　　　　　修

坂 井 田　　金　　一

髙　　橋　　百　　喜

瀧　　　　　文　　雄

田　　中　　秀　　長

能　　勢　　桂　　介

藤　　澤　　久　　敏

村　　山　　忠　　勇

山　　田　　榮　　一

吉　　田　　　　　満

米　　沢　　光　　夫

松本市議会ステップアップ市民会議委員名簿
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役　職 氏　　　　　　　名

議 　　　　長 柿　　澤　　　　　潔

副 　議 　長 白　　川　　延　　子

議会運営委員長 小　　林　　弘　　明

議会運営副委員長

議会だより編集委員長

議会だより編集副委員長 小　　林　　あ　　や

政策部会長 村　　瀬　　元　　良

政策副部会長 近　　藤　　晴　　彦

広報部会長 上　　條　　俊　　道

広報副部会長 阿　　部　　功　　祐

交流部会長 南　　山　　国　　彦

交流副部会長 宮　　坂　　郁　　生

松本市議会ステップアップ市民会議　出席議員名簿

犬　　飼　　信　　雄
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ステップアップ市民会議からの提言への取組状況 

 

 

 

 

担当 提  言 取組内容 

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会 

〈第 1分科会〉 

 市民側より「私はこう

思う。」など紙面に市民

を参加させていったらど

うか。 

・議会傍聴記 

・議会への要望 

・議員対談 

・視察報告    etc 

〈取組方針〉 

議会報告会での市民意見や傍聴者アンケートで出された質

問に答えるＱ＆Ａなどを掲載して市民意見を反映させるよう

にしています。今後も出来るだけ掲載するように工夫しま

す。 

〈第４回会議報告内容〉 

機会を捉えて、議会報告会参加者や議会傍聴者へのアンケ

ートなどに寄せられた意見・感想のコーナーを掲載します。 

 

 

 アニメ的な描写も入れ

たらどうか。 

〈取組方針〉 

必要に応じイラスト等を入れています。松本市のイメージ

キャラクター「アルプちゃん」の登場を、掲載記事の内容に

より検討します。 

 〈第４回会議報告内容〉 

アルプちゃんや写真をより多く掲載するようにしました。

更に読み易い紙面になるように、アルプちゃん・イラスト・

写真等を活用します。 

 

 

編集委員会に住民を入

れたらどうか。 

〈取組方針〉 

多くの市民から「議会だより」に対する意見・要望を出し

てもらう工夫を行い、編集に反映させていきます。 

 〈第４回会議報告内容〉 

議会報告会でのアンケートに、「議会だより」への意見を

いただく欄を設けました。今後も様々な機会を捉え、「議会

だより」に対する意見・要望を把握し、編集に反映させてい

きます。 

 

※１いただいた提言により、新たに取り組んだこと、従前のものから変えたこと、継続して検討し

ていることのみを記載しています。 

検討の結果、現状を継続することとした提言は、記載していません。 

第 160 号（平成 25 年 2 月 1 日）で「皆様の声」として

掲載しています。 

第 158 号（平成 24 年 8月 1 日）から実施しています。 

平成 24 年 11 月開催の議会報告会からアンケートを実

施しています。 
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担当 提  言 取組内容 

政
策
部
会 

〈第１分科会〉 

一問一答で判り易い議

論をする議会 

 

〈取組方針〉 

現在本会議一般質問で採用している総括質問方式は、大局

的な観点からの議論、体系的な政策論争が期待でき、理事者

側からも十分に検討した答弁が期待できることから、一問一

答方式をとらず現行の方式を継続します。 

ただし、質問の順に対する答弁の順が食い違うために、傍

聴者に分かりにくい面があるのは理解できます。質問と答弁

がきちんと対応するよう、質問通告のあり方や答弁の順など

について、分かりやすいあり方を検討し、工夫をしていきま

す。 

 〈第４回会議報告内容〉 

質問通告については、発言通告書の記載（見出し記号）を

統一し、具体的でわかりやすい記載に努めるよう各議員に周

知し、議員間で共通認識を図りました。 

答弁の順については、市長答弁のすぐ後に関連する部長答

弁が続くような答弁順となるよう、理事者側に要請すること

を検討していきます。 

 

 〈取組状況〉 

平成 24 年 12 月定例会から質問内容をわかり易く記載する

よう努めました。 
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担当 提  言 取組内容 

政
策
部
会 

〈第２分科会〉 

監査体制の強化と監査

期間の延長 

決算特別委員会は常任

委員会に改変し、全議員

で構成する。 

 

〈取組方針〉 

決算審査のあり方は、現状の決算特別委員会での審査でよ

いかと考えます。 

 なお、この決算認定とは別に決算特別委員会審査で集約さ

れた要望・意見については意見書として取りまとめ、市長へ

提出するとともに、その報告を求めることについて現在検討

しています。 

 また決算審査を充実強化させるため、決算特別委員会委員

を増員することも検討しています。 

 さらに、これらの新たな取組みとともに、十分な審査日程

を保障するため、現在４日連続で行われている審査日程につ

いても、あり方を検討しています。 

 〈第４回会議報告内容〉 

決算審査の充実強化のため、次の方針を部会内で集約しま

した。今後、平成 25 年度の実施を目指し、具体的事項を検

討し、議会として決定していきます。 

⑴ 決算特別委員会委員を増員する。 

⑵ 十分な審査日程を確保する。 

また、意見書提出については、委員長報告を充実させるこ

とをもってその趣旨を達成することが可能と考えています。 

 

 〈取組状況〉 

・今年度から、決算特別委員会委員を増員（10 人→12 人）

します。 

・委員会として集約すべき事項は、委員間で十分議論を行

い、委員長報告の中で明示します。 

・十分な審査日程を確保するよう理事者側と調整を図りま

す。 
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担当 提  言 取組内容 

広
報
部
会 

〈第１分科会〉 

松本市「子ども議会」

の開催を希望（年 1 回程

度） 

 市の将来を担う子ども

たちが、市役所・市議会

の仕事や仕組みを勉強

し、体験することで、政

治を身近にとらえてもら

い、まちづくりに進んで

参加しようとする意欲を

育てる。 

〈取組方針〉 

開催の是非や、開催方法など調査・検討をしていきます。 

 

〈第４回会議報告内容〉 

「べっぷ市子ども市議会」、「たけおのこども議会」な

ど、子ども議会の先進事例の開催状況・内容等の調査を行っ

てきました。 

また、教育現場の声を聞くため、松本市校長会に市議会と

の懇談の申し入れをしています。 

さらに、高校での現代社会や政治経済の授業の中で、市議

会が関わることができないか（議会出前講座や議会の傍聴

等）、担当の先生と意見交換を行っています。 

 

 〈取組状況〉 

高校の現代社会や政治経済の授業を担当する先生と意見交

換を行っています。 
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担当 提  言 取組内容 

広
報
部
会 

〈第２分科会〉 

議会主催の市民集会 

（タウンミーティング 

年１回） 

・主に市民同士が政策討

論を展開する場。議案に

採用されることを望む。

生の話も出されるだろう

が、それは多様な市民の

討議で調整される。 

・司会役は、市民と議員

の両立て 

・行政側の主催も考えら

れるが、それでは具体に

執行している事業にとら

われすぎてしまい好まし

くない。 

 

議会主催のミニ市民集会 

・ミニ市民集会とは、市

民集会の簡易版 年 2 回

＋臨時会 

 

議会は、これら市民集

会を議会審議の前段階と

して活用する。 

〈取組方針〉 

市民の方から、自由な意見やご提言を受ける場として議会

報告会を開催しており、参加者のご意見等を参考に、毎回見

直しをしている。 

報告会の見直しの中で、これまでの議員と市民との情報交

換や意見交換だけでなく、参加されている市民同士が討論を

行ったり、そこに議員が参加するような方法を取り入れるこ

とも検討していきます。 

〈第４回会議報告内容〉 

１１月２２日に安原地区、第一地区、内田地区の３カ所で

開催した議会報告会において、議会に対する質問だけでな

く、市の政策全般についても、参加者の皆さんが自由にご意

見を言っていただける機会を設けました。 

次回以降も、政策的な内容についても、自由闊達な意見の

交換ができるよう、そうした機会を継続して設けていきま

す。 

また、各常任委員会が政策提言を目的に取り組んでいるテ

ーマ研究の内容や、開催地域における課題なども報告会にお

いて取り上げることや、いただいた意見のフィードバックの

方法なども検討していきたいと考えます。 

 

〈取組状況〉 

平成 24 年 11 月開催の議会報告会から、参加者の皆さんが

自由にご意見を言っていただける機会を設けました。 

いただいた意見のうち、回答が必要なものは市議会ホームペ

ージや議会だより＜第 161 号（平成 25 年 4 月 1 日）＞に回

答を掲載しました。 
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担当 提  言 取組内容 

交
流
部
会 

〈第３分科会〉 

「議会への手紙」を創設

する。 

・公共施設への設置、

「議会だより」への綴じ

込みなど、積極的な周

知。 

・市民目線での回答にな

るように、回答内容の検

討をできる仕組みづく

り。 

〈取組方針〉 

市民の様々な意見を聴くためには、有効な手段と考えま

す。 

実施するためには、その方法や議会として市民に分かりや

すい回答をするための仕組みづくりなどの課題もあるので、

実施に向けて、検討していきます。 

〈第４回会議報告内容〉 

実施方法について検討を重ねており、先ずは、回答の仕組

みについて素案をまとめています。 

今後は、いただいた意見に対して回答を作成するシミュレ

ーションを行い、更に検討を進めます。 

 

 〈取組状況〉 

シミュレーションにより明らかになった議員個々の考え方

が異なる場合の回答等の課題や、議会報告会での意見に対す

る回答作成の仕組みとの整合性などについて検討していま

す。 

〈第３分科会〉 

 お茶会などの気軽な交

流を議員と委員で一緒に

開催する。 

 議会と接する機会の少

ないと思われる世代の方

や同じ立場・問題意識を

持つグループとの交流の

場の検討 

〈取組方針〉 

議会として交流を行うためには、相手方の選定、会議のあ

り方など様々な課題があると考えます。他市議会の交流の事

例なども研究し、検討していきます。 

〈第４回会議報告内容〉 

議会として交流を行うにあたっては、議員全員が共有すべ

き課題に係わる団体が適当と考えています。現在行っている

事業の見直しや交流のあり方を含め、議会への市民参加及び

市民連携の中で検討しています。 

 

 〈取組状況〉 

平成 25 年 2 月開催の松本市消防団との意見交換会におい

て、多くの参加者が自由に意見を述べられるように少人数の

グループでの意見交換を行いました。 
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担当 提  言 取組内容 

交
流
部
会 

〈第３分科会〉 

 議員が講師をするとい

う形ではなく、市民が知

りたいテーマを提示し、

議会側が担当の議員をマ

ッチングし、議員と市民

が「一緒に学ぶ会（仮

称）」という形の学習会

を開催する。 

・常任委員会から適任の

議員を紹介するマッチ

ング・システム 

・議員個人の得意分野の

リストアップ 

〈取組方針〉 

「議会出前講座」など類似した事業を行っているので、そ

の実施方法の見直しを含め、検討していきます。 

〈第４回会議報告内容〉 

「交流の場の検討」と合わせて、議会への市民参加及び市

民連携の中で検討しています。 

 

〈取組状況〉 

提言いただいたことだけでなく、議会の市民交流（市民参

加及び市民連携）のあり方について、専門家の意見を聴くこ

とも視野に入れて、検討しています。 
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